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企画経済委員会記録 
 

○開催日時 

平成２７年１０月２日 午前９時５８分～午後０時４分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（６人）

   委 員 長  川 添 公 貴 

   副委員長  成 川 幸太郎 

   委  員  江 口 是 彦 

委  員  瀬 尾 和 敬 

委  員  杉 薗 道 朗 

委  員  小田原 勇次郎 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者

   監 査 委 員  桑 原 道 男 

─────────────────────── 

   農 林 水 産 部 長  橋 口   誠 

   農 政 課 長  中 山 信 吾 

   六 次 産 業 対 策 監  小柳津 賢 一 

 

六次産業対策課長  山 元 義 一 

畜 産 課 長  小 城 哲 也 

 主幹兼畜産振興グループ長  木 場 憲 司 

林 務 水 産 課 長  堂 込   修 

耕 地 課 長  堀ノ内 美 年 

 

────－───────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   事 務 局 長  田 上 正 洋 書 記  榎 並 淳 司 

 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

審  査  事  件  等 所 管 課 

議案第１８４号 決算の認定について（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳出決算） 農 政 課 

林 務 水 産 課 

畜 産 課 

耕 地 課 

六 次 産 業 対 策 課 

───────────────────────────────────────── 
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△開  議 

○委員長（川添公貴）ただいまから、昨日の委

員会に引き続き、企画経済委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査の残りの分から審査を進めたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議ございませんので、

そのように進めたいと思います。 

────────────── 

△議案第１８４号 決算の認定について

（平成２６年度薩摩川内市一般会計歳入歳

出決算） 

○委員長（川添公貴）それでは、議案第

１８４号決算の認定について（平成２６年度薩摩

川内市一般会計歳入歳出決算）を議題といたしま

す。 

────────────── 

△農政課の審査 

○委員長（川添公貴）農政課の審査に入ります。 

 部長より説明をお願いいたします。 

○農林水産部長（橋口 誠）おはようございま

す。農政課の平成２６年度の主要施策の成果につ

いて、概要を御説明いたします。 

 各会計歳入歳出決算附属書の９２ページをお開

きいただきたいと思います。 

 農政課の平成２６年度決算は、６億５,７４７万

５,０９１円でございます。 

 主な取り組みといたしまして、１の部に係る総

合的な調整に関することの（２）食育・地産地消

の推進事業におきましては、食育・地産地消フェ

スタなどを市民健康課等との協力のもと実施いた

しました。 

 ２の地域特性を活かした農業の振興の（１）風

土を生かした農業の振興では、ア、農業経営の安

定化と農村の振興において、中山間地域等直接支

払交付金の交付を、イ、集落営農組織等による経

営基盤の強化においては、農事組合の法人の農業

機械導入に対する支援を、９３ページのウ、鳥獣

被害対策においては、鳥獣被害防止のための電気

柵や防護柵の設置等の取り組みを、市単独事業及

び県補助事業により実施。９３ページから

９４ページにかけましてのエ、農業生産体制の確

立におきましては、生産、収穫等の作業効率化等

のための農業施設整備への支援や、産地農業後継

者、認定農業者、新規就農者等の施設整備等に対

する助成を行いました。 

 ９４ページのオの新規就農者等では、新規就農

予定者の研修実施に対しての資金給付や、４５歳

未満の青年就農者に対する給付金支給を行いまし

た。 

 カの緊急雇用創出事業臨時特例基金事業におき

ましては、離職者の新規雇用といたしまして、市

農業公社及び農事組合法人で受け入れ事業を行っ

たところでございます。 

 以上で、平成２６年度の農政課の決算状況の概

要等についての説明を終わります。 

 決算書の内容等については、課長に説明いたさ

せますので、よろしく御審査賜りますようお願い

いたします。 

 以上でございます。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。

続いて課長の説明を求めます。 

○農政課長（中山信吾）おはようございます。

農政課でございます。よろしくお願いいたします。 

 農政課におきます平成２６年度決算の説明をさ

せていただきます。 

 まず歳出についてでございます。 

 平成２６年度薩摩川内市各会計歳入歳出決算書

の１３５ページをお開きください。 

 ５款１項１目労働諸費のうち、緊急雇用創出事

業臨時特例基金事業費で、農政課分は備考欄の中

段、新規就農促進支援事業業務委託でございます

が、これは就農を希望する離職者を薩摩川内市農

業公社が５名雇用し、就農に必要な研修を行い、

担い手の育成を図ったものでございます。 

 その下、集落営農就農支援事業業務委託は、市

内の農事組合法人、３法人が、農繁期に６カ月間

それぞれ１名を雇用し、規模拡大を行うことに対

する委託金でございます。 

 続きまして１３７ページをお開きください。 

 ６款１項２目農業総務費で、支出済額は４億

９７８万２２円となっております。 

 備考欄をごらんください。報酬は、営農専門指

導員４名ほか６名分となっております。職員給与

費は、農政課及び六次産業対策課、各支所地域振

興課、産業振興グループ職員３４名分となってお

ります。 

 委託料は、薩摩川内市世界一郷水車直売所及び
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祁答院特産品加工センター指定管理料ほか１７件

の業務委託料や、北薩地域農政推進協議会負担金

ほか３件の負担金が主なものとなっております。 

 続きまして、不用額について説明をさせていた

だきます。 

 まず需用費で、８３万４,２４７円の不用額が生

じております。これは、平成２６年１０月に上甑

生活改善センターのボイラーが故障いたしまして、

その後、使用を中止したことに伴います燃料費の

支出がなかったことが主な要因となっております。 

 続きまして、負担金補助及び交付金で

２,７６６万３,７３０円の不用額が生じておりま

す。これは六次産業対策課分が主のものでござい

ます。 

 次に、１３９ページをお開きください。６款

１項３目農業振興費で、支出済額は１億

５,９３２万９,５１１円となっております。 

 備考欄をごらんください。農業振興育成事業費

では鳥獣被害対策実践事業補助金ほか１４件の補

助金を支出いたしました。 

 その他の主な内容としましては、鳥獣被害防止

施設導入事業補助金、農業者経営所得安定対策推

進事業補助金、産業祭開催事業補助金などとなっ

ております。 

 中山間地域等直接支払交付金では、協定を締結

した５１地区に対して交付金を交付いたしました。

また、農業公社運営事業費では、薩摩川内市農業

公社に対しまして、負担金と運営補助金を支出し

たところでございます。 

 続きまして、不用額について説明をさせていた

だきます。 

 負担金補助及び交付金で２８１万３,５４５円の

不用額が生じております。これは農業資金利子等

助成事業の執行残が主なものとなっております。 

 続きまして、６款１項５目園芸振興費で、支出

済額は１億５,１１７万２,２５１円となっており

ます。 

 備考欄をごらんください。負担金補助及び交付

金のうち、負担金として薩摩川内市農産物販売促

進協議会負担金ほか８件を支出いたしました。 

 また、補助金としまして、薩摩川内市青年就農

給付金事業給付金ほか８件を支出しております。 

 その他の主な補助金の内容としましては、活動

火山周辺地域防災営農対策事業補助金、産地農業

後継者支援事業補助金などとなっております。 

 続きまして、歳入について説明をさせていただ

きます。 

 平成２６年度各会計歳入歳出決算書、戻ります

けれども、１９ページをお開きいただきたいと思

います。 

 １４款１項４目農林水産使用料で、備考欄のう

ち農政課分は、陽成町農産物加工センター使用料

ほか１５件分の使用料となっております。 

 続きまして、４３ページをお開きください。飛

びますが、１６款２項４目農林水産業補助金で、

備考欄のうち農政課分は、消費安全対策交付金ほ

か１３件の補助金でございます。主な補助金は、

備考欄のうち農政課分の３行目、鳥獣被害対策実

践事業補助金は、東郷地域１件及び祁答院地域

２件の、３件分の防護柵設置等に係ります補助金

でございます。 

 その下、農業者経営所得安定対策推進事業補助

金は、米の経営所得安定対策の推進に対する補助

金でございます。 

 ４行下の中山間地域等直接支払交付金は、市内

５１地区が協定を締結し、農地法面などの草払い

や、農道の維持等、農地保全活動を共働で行うこ

とへの交付金の交付でございます。 

 ６行下の青年就農給付金事業補助金は、平成

２４年度からの事業で、平成２６年度は、野菜

９名、果樹４名、水稲１名、花き１名、畜産８名

の計２３名へ給付金を給付したところでございま

す。 

 以上が主な補助金でございます。 

 次に、６１ページをお開きいただきたいと思い

ます。 

 ２１款４項３目農林水産業受託事業収入で、農

政課分は、１節農業受託事業収入でございます。 

 備考欄に示しておりますとおり、これは農地中

間管理事業受託事業収入でございます。内容とし

ましては、農地の貸し借りのあっせんや、農地利

用計画策定を行い、担い手への農地集積、集約化

の推進を図るための業務に係ります鹿児島県農地

中間管理機構、これは事務局は鹿児島県地域振興

公社でございますが、そこからの委託金でござい

ます。 

 続きまして、６７ページをお開きいただきたい

と思います。 

 ２１款５項４目雑入で農政課分は、野菜価格安

定制度負担金の過年度返戻分、それから、災害対
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策型自動販売機用電気使用料は、里定住センター

に設置してある自動販売機が主なものとなってお

ります。 

 続きまして、財産に関する調書について説明を

いたします。 

 飛びます、３８１ページをお開きいただきたい

と思います。 

 ３８１ページ、（６）の出資による権利の普通財

産の上から３行目、県農業信用基金協会出資金は、

決算年度中増減高はゼロ、決算年度末現在高は

９８０万円でございます。 

 また、９行目の県農業・農村振興協会出損金も、

同じく決算年度中増減高はゼロ、決算年度末現在

高は１,３５９万円となっております。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願いいたします。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。

ただいま説明がございましたが、これより御質疑

願いたいと思います。御質疑ございませんか。 

○委員（江口是彦）じゃ、１点だけ。食育・地

産地消推進事業、非常に大きなテーマとして毎年

取り組まれているわけですが。給食センター、甑

もありますけど、この給食での地産地消というか、

地元の食材の購入等の実態調査とか、把握されて

いますか。 

○委員長（川添公貴）江口委員、学校給食であ

れば学校教育課ですが。 

○委員（江口是彦）関連して。 

○委員長（川添公貴）農政課として、給食にど

のような食材が繁栄されているのかというのでお

願いしたいと思います。 

○農政課長（中山信吾）農政課として特に独自

で調査はしておりませんけども、学校教育課から

いただきました資料によりますと、青果物等の購

入量のうち、市全体でございますけども、平成

２５年度が市内産の割合が１５.５％だったのに対

しまして、平成２６年度については２０.８％とい

うことで、５.３％ほど改善されている。地産地消

率というか、市内購入量がふえたというふうに聞

いているところでございます。 

○委員（江口是彦）委員長、いいです。確認だ

けでした。 

○委員（小田原勇次郎）今の江口委員がおっし

ゃった、まず鹿児島の食育・地産地消のこの部分

について、私も質疑をさせていただこうかなと思

っていたもんですから。非常にこの事業のやりに

くさは、いわゆる食育という観点と地産地消とい

う二つの観点が入っているもんですから、農政課

さんも動きづらいんだろうなと思いながら、森永

委員との議論を拝聴しておるところなんですけれ

ども、委員会の要望の中でも、例えば開催の時期

とか、いろんな部分が議論になっていまして、そ

うしたときに、私は森永委員にがられるかもしれ

ないので、一人のつぶやきだと聞いてください。 

 地産地消をメーンにするのであれば、産業祭あ

たりにスポットを当ててどおんと地産地消で打っ

てもいいだがなという個人的な考え方を持ってい

ます。 

 そして、あとは、食育の部分についてはリブン

プラスでやったような食育という観点で、またス

ポットを違えた形で取り組まないと、今の食育・

地産地消のフェスタというのはすごく、参加して

みて、ちょっと影が薄いというか、例えば生涯学

習フェスタで環境フェスタも一緒にぶつけてくる

じゃないですか。ああいうインパクトがないんで

す。 

 ですから、そこらあたりはもう一度、せっかく

事業を取り組まれるのであれば、市民の方々がそ

のやっているフェスタの意義という部分が認識で

きるような取り組みをされたほうがいいなという

ふうに感じておるところです。課長の御見解があ

りましたら、お聞かせください。 

○農政課長（中山信吾）今、小田原委員から御

指摘のあったとおりでございまして、当課といた

しましても、担当を含めまして、特に食育・地産

地消フェスタにつきましては、そのあり方につい

て委員からも指摘も受けている状況等もありまし

て、今おっしゃったとおり、より効率的、効果的

なやり方、仕組みづくりというのができないかと

いうのは、今、調査研究を進めているところでご

ざいます。 

 ただ、本年度につきましては、これまでどおり

また来年の１月に開催するということで考えてお

りますけども、次年度以降の取り組みについては、

今、一つ提案されました産業祭等の中での開催と

か、それも含めまして総合的に、より効率的、効

果的、そして市民にＰＲできるような、市民に浸

透するようなフェスタになるようにしないといけ

ないなということで、現在研究をしているところ

でございます。 
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○委員（小田原勇次郎）その件は了解いたしま

した。 

 もう一点だけ御質問させていただこうかと思っ

ていました。 

 平成２６年度決算で、園芸振興育成事業費が前

年度比で約１億ぐらい執行額が多かったというこ

とで、後継者支援の部分と、新規就労の部分に予

算額が大分増額が図られていますので、そこあた

りに力が入っているんだなという農政課さんのス

タイルがよくわかる決算状況だったというふうに

思っております。 

 また、この園芸振興の部分については、園芸品

目の７品目という部分が薩摩川内の部分は取り組

みとしてあるんですが、そこの中において、例え

ば私は指宿の農家ともちょっと交流があるんです

が、指宿なんかであれば、夏はオクラ、冬はソラ

マメという一大産地化で、もう年間のうちの収入

がある程度そこで賄えるという農業環境があるわ

けです。 

 そこらあたりの園芸で７品目に分散する部分の

考え方と、一つの一大産地化という部分への今の

農政課さんがもし何かお考えがありましたら、お

聞かせ願いたいんですが。 

○農政課長（中山信吾）確かに園芸７品目とい

うことで、７品目を重点的に取り組もうというこ

とで取り組んでいるところでございます。 

 ただ、それについて、他地域みたいに大きくＰ

Ｒできるようなものがないんじゃないかという御

質問でございますけども、ただ、ことしについて

は、らっきょうについては非常に成績がようござ

いまして、面積は約１８ヘクタールということで

少のうございますけども、その中で収量もとれま

して、１億４,０００万近い収益を上げたというこ

とでございまして、これにつきましては、量、面

積等は少ないんですけども、市場の評価というの

は非常に全国でもトップクラスのレベルにあると

思います。 

 それから、きんかんにつきましても、ことしは

２億円を突破としたということで、記念のセレモ

ニーをやったということでございまして、ある程

度、７品目のうち、らっきょう、きんかん、それ

からごぼうにつきましても、これも評価は高うご

ざいまして、やや作付者も伸びつつあるというこ

とでございますので、そういう大きく報道等でＰ

Ｒされるようなところまでは至っておりませんけ

ども、７品目につきましては、ほかにいちごとか、

ぶどう、お茶等ございますけども、全てそういう

形ではある程度堅実に、市としてやっている部分

についてはそれなりの市場的な評価ということは

得ているという認識がありまして、それについて

市としては今後も奨励、推進していきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○委員（小田原勇次郎）最後に、本当、お隣で

瀬尾委員が、「ふとかテーマやなあ。一般質問でや

いやい」というような話もあったんですが、今後、

やはりスケールメリット、薩摩川内市が合併して

非常に広大な土地を所有することになった、広大

な６８３平方キロメートル、そこの部分の中にお

いて、４町４村のメリットは、やはり農業をベー

スにした産業育成ではないかというふうに、私は

個人的に考えておる人間の一人です。 

 ですから、そういう産地化という部分について

もっと、今回の決算では、今申し上げましたよう

に、その就労支援という部分については非常に予

算措置が、力が入れられているという決算状況で

したので、今後は、そういう産地化に向けても大

いに議論して、衆目の集まるような産地化が図っ

ていけるような議論ができればなというふうに考

えているところです。今後ともよろしくお願いを

いたします。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）今の質問について、また

３月議会でも資料がありましたら、鹿児島県下の

生産の背景がかなり違うんで、大隅方面は葉物と

か、土壌も違いますので、そこ辺を、だからこの

生産７品目に絞った経緯が見えてくると思うので、

その辺が資料があったら、次の所管事務調査で

３月頃で出していただければ、ありがたいと思い

ます。 

 ほか、ございませんか。 

○委員（瀬尾和敬）附属書の９３ページに鳥獣

被害対策について載せられています。本市として、

平成２６年度はこんなに一生懸命頑張ったという、

そういうあかしだと思います。 

 防護柵をつくると、それはその地域だけはいい

んですが、よそに行きます。どんどんよそに追い

やるというだけのことで、もちろんお宅たちは、

まず個体を減らす努力もされていると思うんです

けれども、やはり抜本的にばしっとやらないと、

ただ、こういう守りの政策だけではいかがなもの



－6－ 

かなという気がするんです。 

 これは、ああいうシカ、イノシシ、サルとかは、

境目がわかりませんので、よそのやつがばんばん

入ってくる可能性もありますし、これは一薩摩川

内市だけの問題でなくて、県をあげて、隣接のま

ちと共同で取り組むとか、いろんなスタイルも必

要じゃないかなと思うんですけど、どのようなお

考えですか。今後の方法です、平成２６年度を踏

まえてお考えか、お伺いしたいと思います。 

○農政課長（中山信吾）おっしゃるとおり鳥獣

害の防止対策については、寄せつけない、進入を

防止する、個体数を減らすという形があります。 

 で、ちょっと前置きを述べさせていただきたい

のは、寄せつけないということについては、市民

一体となって取り組みましょうということで、

８月１０日号の広報紙でも１面を割いて認識を深

めていただくということで取り組ませていただい

たところでございます。 

 当課としましては、そのうちの進入を防止する

という形の防護柵の設置とか、電気柵の設置に対

する補助というのを所管しておりますので、それ

についても、必要に応じてこれからも市民の要望

に応えながらやっていかざるを得ないのかなとい

うふうに思っています。 

 その個体数を減らすというのは、後ろに控えて

いらっしゃいます林務水産課の所管になりますけ

ども、私の考えとしましては、今、委員と同じで

ございまして、単体でやっても、一自治体でやっ

ても効果はなかなか薄いのではないか。 

 ですから、例えば市町村、もしくは、もう県域

も越えて、九州と本州の間に関門海峡という仕切

られたところがありますので、例えばですけど、

そういう九州全体で一定期間を設けてやるとか、

そういうのも、個人的な考えでございますけど、

そういう一体となって一斉に取り組むということ

が効果を生むんじゃないかなというふうに、ちょ

っとそういう猟友会の事情は全く私は存じません

ので、ただ、できるかどうかもわかりませんけど

も、確かにおっしゃるようにそういう広域的な取

り組みというのをしないと、なかなか個体数を実

際に減らすというのは難しいんじゃないかなとい

う認識は持っているところでございます。詳しく

はまた林務水産課の見解を聞いていただければと

思います。 

○委員（瀬尾和敬）その前に、熊本県に、やみ

くもに駆除するんじゃなくて、適正な…… 

○委員長（川添公貴）済みません、駆除につい

ては、この後、林務水産課で説明します。そこで

お願いします。 

 農政課について御質問はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で農政課を終わります。御苦労さまでした。 

────────────── 

△林務水産課の審査 

○委員長（川添公貴）次に、林務水産課の審査

に入ります。 

 部長に概要説明をお願いします。 

○農林水産部長（橋口 誠）それでは、林務水

産課の平成２６年度の主要施策の成果について、

概要を御説明いたします。 

 各会計歳入歳出決算附属書９８ページをお開き

いただきたいと思います。 

 林務水産課の平成２６年度の決算額は１１億

９,２０１万７７円であります。 

 主な取り組みといたしまして、１、森林の整備

と特用林産の振興といたしまして、（１）では、事

業体が行う民有林間伐への助成による森林の整備、

森づくり推進委員活動等を通じた間伐の推進、木

質バイオマス発電に関する施設整備に関する支援

等を行いました。 

 （２）では、早掘りタケノコの生産振興を促進

するための竹林改良や管理路整備等の支援を行っ

たところです。 

 ９９ページの（３）では、農林産物被害の軽減

を図るため、市内猟友会に有害鳥獣の駆除を委託

いたしました。 

 （４）では、森林整備地域活動支援交付金を活

用した施業の集約化及び作業路網の改良を行いま

した。 

 （６）では、久見崎寄田地区における松くい虫

被害の拡大を防ぐため、被害木の伐倒駆除や、防

除事業として、無人ヘリの空中散布を行っており

ます。 

 （７）では、市有林の杉、ヒノキの保育・機能

増進等のための搬出間伐や、甑島における広葉樹

の複層林改良などを行ったところです。 

 ９９ページから１００ページにかけまして、

２の治山林道の整備といたしまして、林業専用道

開設や林道改良舗装、草払い、路面補修などの林
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道の維持管理、災害防止のための治山事業等を行

いました。 

 次に、１００ページ、３の水産業の振興であり

ますが、（１）及び（２）では、川内市漁協及び甑

島漁協が行う種苗放流等への支援を行いました。 

 （３）では、甑島海域のサンゴや海藻等の食害

生物であるオニヒトデ及びガンガゼウニの駆除を

行いました。 

 （４）では、甑島の８漁業集落の水産関連の活

動に対して交付金を交付したところであります。 

 １０１ページの（５）では、川内市内水面漁協

等が行う内水面魚介類の放流に対する支援等を行

いました。 

 次に、４、漁港及び海岸保全施設の整備として、

唐浜漁港内の航路水深を確保するためのしゅんせ

つ、漁港内物揚場の陥没箇所の修繕工事を行いま

した。 

 最後に、５、林道漁港災害の復旧として、林道

における被災箇所の復旧工事を実施しております。 

 以上で、平成２６年度の林務水産課の決算状況

の概要について、説明を終わります。 

 決算の内容等については、課長に説明いたさせ

ますので、御審査賜りますようよろしくお願いい

たします。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 では、概要について、課長、説明をお願いしま

す。 

○林務水産課長（堂込 修）林務水産課でござ

います。平成２６年度林務水産課に係る決算の状

況について説明申し上げます。 

 まず歳出のほうから説明いたします。決算書の

１４３ページをお開きください。 

 ６款４項１目林業総務費の支出済額は

８,５３６万５,６７０円でございます。 

 右側の備考欄をごらんください。主な歳出は、

職員１０名分の給与費と、丸山生活環境保全林管

理業務委託ほか３件の委託料及び鹿児島県治山林

道協会会費ほか７件の負担金でございます。 

 同じく１４３ページの林業振興費の支出済額は

７億８９４万８,２３７円でございます。 

 備考欄をごらんください。主な歳出は、林業振

興育成費では、有害鳥獣捕獲業務委託ほか１１件

の委託料、民有林の間伐作業路・集材路整備と森

のめぐみの産地づくり事業による竹林改良・竹林

管理路整備に対する助成を行うとともに、森林整

備・林業木材産業活性化推進事業や、森林整備地

域活性化支援交付金事業を実施しております。 

 その下の松くい虫駆除費では、久見崎寄田地域

等の松林を守るために、被害木の伐倒駆除事業

３件と、久見崎地域の無人ヘリコプターによる空

中薬剤散布委託を実施いたしました。 

 次のページにまたがりますが、その下の市有林

管理費では、本市の市有林を健全に管理するため

に、市有林管理人の配置と市有林や管理業務委託

ほか１件などが主なものでございます。 

 その下の市有林保全整備事業費では、市有林の

間伐、複層林改良事業９件に係る経費が主なもの

でございます。 

 次に、１４５ページの３目治山林道費では、支

出済額１億９,８７４万２,３９８円でございます。 

 備考欄をごらんください。主な歳出は、治山事

業費では県費単独治山事業の測量業務委託２件と

工事２件を実施しております。 

 その下の林道管理費では、本市が管理します林

道の安全通行を確保するための草払い、維持修繕

工事等を要する経費と、広域基幹林道紫尾線維持

管理協議会への負担金等を支出しております。 

 その下の林道建設費では、森林施業の基盤とな

る林道整備に伴う委託料３件と、林道開設・改良

等の工事請負費９件分が主なものでございます。 

 なお、１５節工事請負費の不用額は、林道専用

道の整備に伴う執行残が主なものでございます。 

 また、１６節原材料の不用額は、林道の維持管

理に係る砕石やコンクリート、生コン等の執行残

が主なものでございます。 

 続きまして、同じく１４５ページの６款５項

１目水産総務費では、支出済額６ ,５９３万

２,０８３円でございます。 

 備考欄をごらんください。主な歳出は、水産専

門員２名の報酬と職員７名の給与費及び鹿児島県

漁港魚場協会ほか４件の負担金が主なものでござ

います。 

 次に、水産振興費の支出済額は９,８０４万

３,７０４円であります。 

 次のページにまたがりますが、備考欄をごらん

ください。水産振興費の主な歳出は、特定離島ふ

るさとおこし推進事業による甑島地域のオニヒト

デ及びウニ駆除事業の委託料、水産物消費拡大事

業、各漁協が行う各種魚介類の放流事業などの補

助金及び離島漁業の再生を図るための離島漁業再
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生支援交付金事業に係る経費でございます。 

 なお、１９節負担金補助及び交付金の不用額は、

甑島水産促進補助金における執行残が主なもので

ございます。 

 次に、１４７ページの３目漁港管理費の支出済

額は１,１２８万９,１０６円でございます。 

 備考欄をごらんください。主な歳出は、里漁港

維持管理業務委託ほか６件の委託料及び唐浜漁港

航路しゅんせつ工事ほか４件の工事請負費でござ

います。 

 同じく１４７ページの４目漁港建設費の支出済

額はゼロ円でございます。漁港建設費では、鹿児

島県が行う県管理漁港の施設整備に係る県営事業

負担金の歳出を予定しておりましたが、負担金を

伴う施設の事業執行がなされなかったため、未執

行となっております。 

 １９節負担金補助及び交付金の不用額、先ほど

説明しましたとおり、手打漁港における臨港道路

の整備に伴う県営事業負担金の支出を予定してお

りました。これが急遽、工事の執行の都合上負担

金を伴わない防波堤の整備での執行となったため、

不用額が生じたものでございます。 

 続きまして、決算書の２０１ページをお開きく

ださい。 

 １１款１項１目現年公共農林水産施設災害復旧

費の支出済額１,８０１万５,８５８円のうち、林

務水産課分が８４８万７,８１０円でございます。 

 備考欄をごらんください。林務水産課分の歳出

は、林道藤之元線の災害復旧に係る測量設計業務

委託ほか１件の委託料と、災害復旧工事１件分の

工事請負費が主なものでございます。 

 同じく２０１ページの２目現年単独農林水産施

設災害復旧の支出済額は３,８５２万６,０４５円

のうち、林務水産課分が１,５２０万１,０６９円

でございます。 

 備考欄をごらんください。林務水産課分の歳出

は、公共災害に該当しない林道被災箇所の災害復

旧に係る経費で、崩土除去等に要した機械借り上

げ料や、災害復旧工事８件分の工事請負費が主な

ものでございます。 

 続きまして、歳入の説明をいたします。戻りま

して、決算書の１５ページをお開きください。 

 １３款１項１目農林水産業費分担金の２節林業

費分担金の収入済み額７２万５,０００円は、県費

単独補助治山事業２件分の治山事業分担金として

収入しております。 

 次に、決算書の１９ページをお開きください。 

 １４款１項４目農林水産使用料の２節林業使用

料の収入済額５５万４,９５０円は、林道における

電柱等の行政財産使用料として収入したものでご

ざいます。 

 同じく３節水産使用料の収入済額１８万

３,１１２円は、各種水産施設の使用料として収入

しております。 

 次に、決算書の２９ページをお開きください。 

 １４款２項４目農林水産業手数料の１節農林水

産業手数料の収入済額３５万７００円のうち林務

水産課分は９万８,６００円でございます。 

 備考欄でございますが、鳥獣飼養登録票交付等

手数料として収入したものでございます。 

 次に、決算書の４５ページをお開きください。 

 １６款２項４目農林水産業費補助金の３節林業

費 補 助 金 の 収 入 済 額 は７ 億 ３ , １ ７ ６ 万

４,１８３円でございます。 

 備考欄をごらんください。各種間伐事業や松く

い虫事業、林道治山事業などの事業実施に伴い収

入したものでございます。 

 同じく４節水産業費補助金の収入済額は

２,９８２万９,０００円でございます。 

 備考欄になりますが、地域振興推進事業や甑島

漁業再生支援交付金事業、特定離島ふるさとおこ

し推進事業などの事業実施に伴い補助金として収

入したものでございます。 

 次に、決算書の４７ページをお開きください。 

 １６款２項９目災害復旧費補助金の１節農林水

産施設災害復旧費補助金の収入済額は６５９万

５ ,７００円のうち林務水産課分が５９９万

９,０００円でございます。林道災害復旧工事１件

分の補助金として収入したものでございます。 

 次に、決算書の４９ページをお開きください。 

 １６款３項４目農林水産業費委託金の２節林業

費委託金の収入済額５４７万５,３６９円は、県か

らの権限移譲の委託金及び松くい虫事業の県営委

託金などを収入したものでございます。 

 同じく４節水産業費委託金の収入済額１５５万

９２５円は、県営漁港使用料徴収事務委託金など

を収入したものでございます。 

 次に、決算書の５３ページをお開きください。 

 １７款１項１目財産貸付収入の１節土地建物貸

付収入の収入済額１億４,９６４万８,０２８円の
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うち、林務水産課分は７６万５,６００円でござい

ます。 

 備考欄は上段のほうになりますが、市有林内の

電柱などの貸付料として収入したものでございま

す。 

 次に、決算書の５５ページをお開きください。 

 １７款２項１目不動産売払収入の２節立木売払

収入の収入済額２,４７７万９,２６６円は、市有

林の間伐等により搬出した木材の売払収入でござ

います。 

 次に、２目物品売払収入の１節物品売払収入の

収入済額６,０５８万４,２３２円のうち、林務水

産課分が１４１万７,９０８円でございます。 

 右側の備考欄になりますが、市有林内の土砂の

売払収入でございます。 

 決算書の６１ページをお開きください。 

 ２１款４項３目農林水産業費受託事業収入の

４節林業受託事業収入の収入済額５１１万

５,９６０円は、国立研究開発法人森林総合研究所

等の分収林の受託収入でございます。 

 その下の４目雑入の１節雑入の収入済額６億

４,６３８万５４３円のうち、林務水産課分は

２,８５８万８,０３９円でございます。 

 備考欄、６７ページの下の段になりますが、鳥

獣被害防止緊急捕獲等対策推進事業交付金は、事

業実施に伴い鹿児島県鳥獣被害防止緊急捕獲等対

策協議会から収入したものでございます。 

 そのほかは、松くい虫駆除事業の補償金及び市

有林内の鉄塔整備等に伴う立木補償金などが主な

ものでございます。 

 続きまして、決算書の財産に関する調書の

３８１ページをお開きください。 

 （６）出資による権利の状況でございます。林

務水産課分は県漁業信用基金協会、北薩森林組合、

県森林整備公社、県栽培漁業協会、鹿児島みどり

の基金の５団体へ出資しております。 

 そのうち、平成２６年度中の増減は、県漁業信

用基金協会出資金が６５万の増額となり、出資金

合計が４,１１０万となっております。 

 以上で、平成２６年度一般会計に係る林務水産

課分の決算状況の説明を終わります。よろしく御

審査賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 先ほど、農政課の決算と関連して農政課の部分

がありましたので、それも答弁を、さきに手を挙

げられましたので、お願いいたしまして、質疑に

入りたいと思います。 

○林務水産課長（堂込 修）先ほど、農政課の

ほうからは確保ということで、林務水産課のほう

では獲るほうということになっておりますが、私

どもの考えとしては、当然これは広域的に取り組

む必要があるということで、６月議会でも説明し

たとおり、この鳥獣保護法の改定がありまして、

県境を越えて、要は総体的に量を減らすと、管理

するという方向で今、この鳥獣の量を規制すると

いうような、そういう流れになっておりますので、

今は、薩摩川内市のほうでは具体なそういう方向

というのはまだ見えてきてないんですが、霧島市

とか、他県とまたがるところについては、そうい

う県境を越えた形での捕獲作戦というか、そうい

うものが取り組まれているというようなことを聞

いております。 

 今後、当然そういう流れの中で、私どもとして

は薩摩川内市、こちらの地域のほうもそういう流

れになっていくだろうとは思っていますが、その

辺の流れを注視しながら取り組んでいきたいと考

えております。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）これより質疑に入ります。

御質疑ございませんか。 

○委員（瀬尾和敬）附属書の９９ページに、平

成２６年度捕獲されたイノシシ、ニホンシカ等の

数が書いてあります。私は以前、熊本県で鳥獣等

をただやみくもに捕獲するんじゃなくて、ある程

度、やっぱり自然の摂理に逆らってはいけません

ので、やっぱりイノシシやシカもいなきゃいけな

いと。ある程度の数量を確保しながら捕獲を徹底

的にやっているんだという、そういう話を聞いた

ことがあるんです。そこの委員をしておったとい

う方がいらっしゃったんですが。だから、鹿児島

県はおくれていると、何十年もおくれているよと

言われたもんですから、だから、やはりこれはそ

ういう先進地というか、そういう例もあります。

これはもう先ほど課長が言われたように、もう広

域的な問題として捉えないと、今のところは小手

先の防御をしているだけに過ぎない。本当は、も

っと広域的な取り組みをしなければいけない。こ

れはもう県も、県同士もまたそういう協議をしな

きゃならないと思うんです。この鳥獣被害対策は

そういう大きな課題であると考えているところで
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す。 

 本市としては、とりあえずは要請があって条件

が整えば、防護柵をしたりとかいうことを今やっ

ていらっしゃいますけど。私は、防護柵もできた

ときはいいんですけど、あれにカズラが巻きつい

ていって、今度は草を払ったりとか、あとの処理

も大変になってくるんじゃないかなと。だんだん

高齢化されてきて草払い機でざっとできない状況

になってくると、どうなんだろうなと思ったり、

もう心配もしているところがあります。 

 今、課長が言われたことで十分この件に関して

は納得しましたけど、いろんな要望があると思い

ますけど、鋭意相談に乗ってあげていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○林務水産課長（堂込 修）広域的なところは

例えば県のほうで当然動いていらっしゃいますの

で、私どもとしては、そういう個人からの被害が

あったという要請に対しては、迅速にそこの地域

の方々の猟友会と協力して、とにかく迅速な対応

を今後心がけて、被害が少しでも抑えられるよう

に取り組んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）ほかございませんか。 

○委員（江口是彦）林務水産課は、山と海、非

常にいろいろ事業、課題を抱えて大変な課だなと

思うところですが、それぞれにちょっと質問して

まいりたいと思います。 

 まず、森林関係ですけど、ここにも書いてある

ように、国土の保全、水資源の涵養、自然環境の

保全等の公益的な機能、これをどう維持していく

のかというのは重要な課題です。 

 合併前は、森林組合も西部森林組合、東部森林

組合、甑にも、下甑だけでしたけど森林組合、そ

れで、これがやはり行政が、県も含めて県森連も

がちっとしてましたので、それから阿久根市とか

長島町の森林組合も含めて、北薩のそういう森林

関係の行政と連携していろいろ頑張っていたよう

な気がするんです。 

 しかし、高齢化の中で森林組合も、もう今は広

域合併で北薩森林組合一本になりましたけれども、

今度の台風を見ても非常に思ったんですが、もう

杉が相当やられています。甑島の私の地元でも間

伐をしないせいなんですけど、間伐材が大根の値

段と一緒ぐらいになって、間伐する意義もなくな

っていくわけですが、それと同時、高齢化の問題

もあるわけです。 

 それで、この人工林の整備もなかなか、森林組

合に補助を出したり、いろいろされていますし、

竹林改良とか、天然林改良という言葉は、今、あ

れの中では出てきませんけど、複層林改良とか、

いろいろ補助の手だてはあるようですけど、その

担い手育成というか、その辺がどうなのかなとい

う気がします。 

 さきの公益的機能をやっぱり山として守ってい

くためには、行政で踏み込んでいろいろ手だてを

しなければいけない部分があるんじゃないかとい

う気が、民間任せでは、森林組合任せでは、なか

なかいかないという気がするんですが、その辺の

行政としての思いはいかがでしょうか。 

○林務水産課長（堂込 修）以前までは、民有

林に関しては、おっしゃるとおり森林組合で整備

をするというのが基本的な流れだったんですが、

最近は、これに林業事業体も加わってきまして、

民有林のそういう計画的な整備を推進しておりま

す。 

 その中で、先ほど言われたように、就労補助と

か、そういうようなものは組合だけに限っておっ

たんですが、もう去年、おととしぐらいから、も

うその認定事業体の方々に対してもそういう就労

補助を行って、そういう若手の育成を行っている

というような状況です。 

 その結果、今は、認定事業体についてもかなり

若手の方々がふえてきているというのは現状でご

ざいます。私どもも、今、市有林に関しては、そ

ういう組合に、認定事業体に委託をかけるような

形で作業をやらしております。 

 その中で、定期的にそういう勉強会等をうちの

ほうでも開催して、そこでいろんな情報交換を図

りながら周知を図っていくということで考えてお

ります。そういうような方向で今進めている状況

でございます。 

○委員（江口是彦）今、情報交換はその都度い

ろいろやっていっているということのようですが、

さっき言った森林組合が、薩摩川内市というより

周辺市町村のほうが、東部、西部、甑にしても、

いわゆる旧町村が一生懸命かかっていた時代があ

るんでけど。今、その意見交換する、昔は１年に

１回泊まり込みででもいろいろ意見交換をしたり、

これは長島、阿久根も含めてでした。 

 今、組織名はちょっと林業振興協議会だったか、
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官と民、合わさった組織だったか、今はそういう

市も入って、組合も入っての連携した組織はある

んですか。 

○林務水産課長（堂込 修）林業活性化セン

ターというのがございまして、それに関しては、

そういう当然総会等いろいろあるんですが。その

中で勉強会等も、あと現地研修会とか、新しい機

械のそれを見に行ったりとか、そういったことを

やる活性化センターというのはあって、そこで組

合も含めた形、事業体の方々、市町村も含めて、

そういったところで定期的な意見交換会はやって

いると。これは、あくまでも事務局は県のほうで

やっていただいておるんですが。だから、そうい

ったところへ参加して情報交換、研修会等を行っ

ているという状況でございます。 

○委員（江口是彦）森林施業計画というのをど

こも、これは森林組合が中心になってしっかりや

るわけですが、しっかりやるというよりは、形式

的に流されている部分がありますが。やはり行政

としては森林の実態も含めて、市有林だけじゃな

くて民有林の実態も含めていろんな調査を、ちょ

うど植林が一生懸命され始めてからもう５０年に

なりますから、もうちょっと山に、高齢化で入れ

ない時代に入ってるのかもしれませんけど、実態

調査をぜひ、そして、やれることを行政としても

提言したり、取り組んでほしいなと思います。こ

れはお願いにしておきたいと思います。 

○林務水産課長（堂込 修）ちょっと、今の件

でよろしいでしょうか。 

○委員長（川添公貴）それなら、答弁のほうを

お願いします。 

○林務水産課長（堂込 修）市有林の整備だけ

に限らず、ことし、以前までは林班図というが紙

ベースであったものを、これは県のほうが今ちょ

っとデータベース化を進めとって、県は林班図の

そのデータベース化を昨年までで終わっているん

ですが。これを受けた形で、ＧＩＳがうちにある

んですが、それの中で民有林も含めた形でその森

林情報を入れると、載せ込むというような業務委

託を、ことし構築しようと考えています。 

 そうなると、市有林だけじゃなくて、今、経営

計画やらつくっておるんですが、それがそのデー

タベースの中で見れるということになります。 

 それと、先ほど、市有林に関して私どもが委託

をかけておりますけど、市有林も経営計画を当然

かけて、今、作業を行うようにしているんですが、

その市有林が核となって民有林をまたそれに入れ

込むというのも当然可能なことになりますので、

そういった形で、今荒れている民有林なんかも含

めた形で、地権者の了解が得られれば、そういっ

たものをその経営計画の中に入れて、計画的に進

めていこうかということでは考えています。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）ＧＩＳって何や。俺はあ

んまり英語はわからんから。 

○林務水産課長（堂込 修）地図情報システム

で、今、市の職員ポータルの中で地図がぱっと見

れるやつがあるんです。 

○委員長（川添公貴）正式名称を言ってくださ

い。それは頭文字でしょう。 

○林務水産課長（堂込 修）地図情報システム

です。Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ・Ｉｎｆｏｒｍａｔ

ｉｏｎ・Ｓｙｓｔｅｍだそうです。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

○委員（江口是彦）で、水産振興に関しては

２点に絞って、２点だけお尋ねをしたいと思いま

す。 

 一つは、５００万足らずですけど、アワビの中

間育成放流事業、これをほとんど毎年やられます。

これは費用対効果を数字的に見るというのも非常

に、なかなか効果を見るのは数字的にすぐは出て

こないんですけど。この辺の効果をどう把握され

ているかということを一つと。それから、下甑と

か、平良だったと思うんですけど、アワビの養殖

を試みたり、やろうとする動きは幾らかあるんで

すが、これがなかなかクロアワビを養殖するとい

うのは技術的に難しくて、鹿児島大学の水産学部

の教授なんかが直接甑に入り込んで一緒に研究を

されたりすることはあったんですが、この養殖事

業の展望というか、これはどうなのか。可能性が

あるのか、このことをお聞かせください。 

○委員長（川添公貴）成果を踏まえて、成果も

含めて答弁のほうをお願いします。 

○林務水産課長（堂込 修）まず、１点目のア

ワビの件ですが、毎年は放流を行っているわけな

んですが、実績からいきますと、ここ３年でいき

ますと、平成２４年が漁獲量が５９２キロ、平成

２５年が５７７キロ、平成２６年が４８０キロと

いうふうで、ほぼ横ばい、ことしは少し漁獲量自

体は落ち込んでいるという状況でございます。 
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 それと、あと、混獲率を毎年調べております。

放流のアワビについては、ちょっと角のところに

緑の点があるもんですから、そこを削れば放流か、

天然かわかるようになっておりまして、平成

２６年度、一番、里では混獲率が１７％、大きい

ほうでいけば、平良で２０％と。あと、場所場所

でちょっと違うんですが、おおむねそのくらいの

混獲率があるというふうに把握しております。 

 それと、アワビの養殖に関してなんですが、近

年、西南水産がマグロ養殖を行っております。そ

れで、マグロ養殖のためにロープを張るんですが、

そこにワカメを繁殖させて、そのワカメを餌にし

て、それはそこの水質の浄化を図るための副産物

ということでワカメがあるということで、それを

アワビの餌にしようということで、試験的に去年

ぐらいからアワビの稚貝を持ってきて、そのかご

の中で養殖を試みているということです。 

 そのあたりが確立されれば、そういった養殖ア

ワビができていくということで、当然、漁業者の

所得向上にもつながるし、非常に期待が持てると

ころだと思っています。 

 あと、このアワビとは違うんですけど、岩ガキ

については、今ちょっといろいろ試行錯誤して、

里のほうあたりでも岩ガキの養殖ができないかと

いうことで、今、県のほうからもいろいろ情報も

伺いながら、そういう試行も行っているというよ

うな状況でございます。 

○委員（江口是彦）アワビの放流事業、これは

地道にやっぱり今後も続けてほしいなと思います。 

 それで、養殖の関係ですけど、村時代に海洋深

層水を活用して非常に、まあ成功しそうだったん

ですけど、なかなか予算が続かずに、合併以降こ

れも途絶えて、民間が成果を引き継ごうとしまし

たが、なかなか民間ではうまくいかずに、今、下

甑のほうでは頓挫している状況だと思います。 

 私が聞くところによると、上甑のほうで平良と

か、浦内もなのか、そういう意欲のあるアワビ養

殖を心がけている人もいるということですので、

ぜひ行政としても力をかしてほしいなと思います。 

 次に、甑島の漁業集落活動促進、この事業につ

いてを質問します。 

 これは、今、８漁業集落だけになって、ちょっ

と減ってきていると思いますけれど、それでも

３,０００万近くの補助事業で各漁業集落の活動が

できてるわけですが、これもずっともう続いてい

ますけど、高齢化して非常に運営自身が大変なと

ころもあります。 

 それで、この８団体、集落いろいろ、非常にう

まくいってるところと、もうやっとかっとという

ところ。みずからちゃんと事業計画、事業成果、

そういうのも提出する義務もありますので、なれ

ないところなんかは非常に大変なところもあるん

ですけど、うまくいっているところは、やっぱり

伸ばしてほしいし、なかなか大変なところには事

務的な支援も含めてどこでつまづいているか、何

が足りないのかを含めて、行政でお手伝いをして

いただきたいなと思います。 

 これについて、今後の見通しを含めてお聞かせ

ください。 

○林務水産課長（堂込 修）今おっしゃるとお

り、漁業集落事業については平成２７年度から

３期目ということで－今、１期、２期、１期が

５年なんですけど、３期目、始めてから１１年目

になるんですが。そういう事業で今進めてきてい

るわけですが。おっしゃるとおり、その事業の中

身でやっぱり会計検査で指摘があったりとか、最

初が－結構、自由に使えるお金でちゃんと帳簿

の整理とか、そういうようなのが最初、できてな

くて、すごい指摘を受けたりとかというところで

やめていったりとかいうところもございます。 

 あと、高齢化が進んで、そういう若手の方がい

らっしゃらなくてやめていかれるとか、そういっ

た集落も出てきているのが現状でございますが、

今は、そういったところを我々行政が手助けする

ような形で、結構、密にそこは情報を、意見交換

会をやるような形で取り組んでいっているという

のが現状でございます。 

 この中でメニュー等が削られたりとか、今まで

海岸清掃とか、そういうものがメニューにあった

んですけど、この３期目からは、そういうメニ

ューがなくなって、要は、漁業所得、漁業にかか

わる何かそういう、先ほど言ったように、そうい

う新たな漁業の取り組みとか、そんなものにかか

わるような形の事業が主な形になってきて、それ

で、事業実施がなっていかなくて、やめられたと

いうところもあるのは現状でございますが。今後

は、やっぱりそのようなことが起こらないように、

私ども行政という立場でも、その集落に常時とい

うか、定期的に入っていくような形で支援をして、

離島にとってはすごいいい事業なもんですから、
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推進を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（江口是彦）最後です。本当、この漁業

集落事業は非常に現地に密着した、地味ですけど、

例えばイカ柴の設置ですか、そういうのも含めて

非常にいい活動をされていますので、ぜひ見守っ

てマンネリにならないように、やっている集落が

やっぱり元気になるような手だてで、よろしくお

願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員（小田原勇次郎）私は、決算附属書の

１０１ページの、予算でいけば甑島の流通効率化

事業なんです。甑島の漁協に冷凍機と解体機

４,０００万の補助、そして、タカエビの加工のた

めの補助をしております。いわゆる水揚げをした

ところが産地になってしまうもんですから、名実

ともに甑島産で売り込もうという計画に基づく事

業なんですが、導入されたことによって甑島のそ

の漁協の皆さん方が、この甑島ブランドを売り込

んでいくぞと、販路拡大をしていくぞという取り

組みにつながっておられる実績がありましたら、

お示しをいただきたい。 

 できれば、その売上高が少しでもアップしてい

くという方向につながられるような取り組みにつ

ながっていけばという期待感も持っておるんです

が、そこあたりも含めて、この補助金事業を生か

した販路拡大等につながる実績がありましたら、

お聞かせ願いたいんですが。 

○林務水産課長（堂込 修）今、急速冷凍と、

さばき機のことです。タカエビ。 

 まず、利用状況の報告ですが、ミキサーの生産

状況ということで、５月からの状況は、シバエビ

のこのさばき状況ということで聞いてますが、実

際、今までに、シバエビに関しては４５キロの生

産実績、それから同じくミキサーでイワシのすり

身で４０キロの実績が上がったと私ども聞いてお

ります。 

 それと、急冷マシンについては、キビナゴに関

しては、これは８月までの実績ですけど、売り上

げ販売実績が、売上額で１４３万９４０円の販売

実績があるというふうに聞いております。 

 それと、バッチの、これは手打の加工場に入れ

た急速フリーザーの利用状況ですが、これも４月

から８月までの間に、売上額で８９３万２５６円

の販売額というふうな実績を伺っているところで

ございます。 

 それとあと、さばき機に関しては、今、里のほ

うで２台さばき機を入れて活用しているというこ

とで、実際、まだちょっと運用段階ということで、

作業効率自体は上がっているというのは現状でご

ざいますが、その額については、まだ報告をちょ

っと受けていないという状況で、話を聞く限りで

は、非常に高率はいいと。 

 それで、ラインの見直しとか、そういったもの

を行わないと、本当に抜本的な整備効果にはつな

がらないということで、今、そのラインの見直し

に向けた人員確保、要は、その働く方を募ってい

るんですけど、その募集を募ってもなかなかいら

っしゃらないというのが現状で、ちょっと今苦慮

している状況ではございますが、今後、いろんな

時間帯で雇ったりとか、そういったものも含めた

形で雇用の形態等も加味しながら募集を募ってい

きたいと、そういうような話を聞いております。 

 以上です。 

○委員（小田原勇次郎）最後にしたいと思いま

すが、以前、川内港で水揚げがでけんと、キビナ

ゴが揚がってこんということで、以前、委員会の

とき、たしか佃委員あたりが、「江口蓬莱館に行け

ばどっさりキビナゴが売っとったどん、地元に戻

ってきてもぶんと手に入らんじゃった」というよ

うな御意見等も出た時代がありまして。やっぱり

「キビナゴ、バショウカジキっちゃ甑島やっど」

というようなそこあたりの認識を、地元の人たち

がやっぱり食して認識を持って、で、それが広ま

っていくというような形がやはり望ましいのかな

という部分がありますので、そこあたりのブラン

ドを、需要があればやっぱり供給も出てくるでし

ょうから、そういう需要が生まれるような形の普

及・販売という部分にまた尽力いただければと思

うところです。よろしくお願いをいたします。 

○委員長（川添公貴）ほか、ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）ありませんね。質疑は尽

きたと認めます。 

 以上で林務水産課を終わります。御苦労さまで

した。 

○林務水産課長（堂込 修）委員長、その他で

ちょっと１件報告してよろしいでしょうか。 

○委員長（川添公貴）その他って何でしょうか。

決算ですか。 
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○林務水産課長（堂込 修）いや、決算外なん

ですが。 

○委員長（川添公貴）ここで休憩します。 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時１３分休憩 

         ～～～～～～～～～～ 

         午前１１時１５分開議 

         ～～～～～～～～～～ 

○委員長（川添公貴）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

────────────── 

△畜産課の審査 

 次に、畜産課の審査に入ります。部長の概要説

明をお願いします。 

○農林水産部長（橋口 誠）それでは、畜産課

の平成２６年度の主要施策の成果について御説明

申し上げます。 

 各会計歳入歳出決算附属書の９６ページをお開

きいただきたいと思います。畜産課の平成２６年

度決算額は、３億３,２５６万１,１３２円であり

ます。主な取り組みといたしまして、１、畜産行

政の総合的な企画及び調整といたしまして、畜産

農家や関係機関との連携を図り、畜産振興策の企

画検討に積極的に取り組みながら、本市畜産農家

の経営安定と畜産の振興を図ったところでありま

す。 

 また、甑地域におきましても、畜産指導業務や

家畜診療業務を実施し、甑地域の畜産振興と家畜

の疾病防止に努めたところであります。 

 次に、２、畜産の振興育成についてといたしま

して、本市における畜産の振興及び育成を図るた

めに、主な取り組みといたしまして、９６ページ

から９７ページにかけまして、（２）畜産物の生産

奨励に関することにおきまして、畜産基盤、再編

総合整備事業等の公共事業などによる畜舎及び畜

産施設等の整備や、国県補助事業による飼料作物

収穫調整用機械等の導入支援、青年就農給付金事

業による新規就農者への経営支援を行うとともに、

産地農業後継者支援事業や優良家畜保留導入助成

事業を初めとした市単独補助事業を実施しながら、

畜産経営基盤の強化及び家畜の商品性向上と畜産

農家の経営強化に努めたところであります。 

 ９７ページの中ほどに、（４）畜産の衛生及び防

疫に関することで、通常の家畜防疫対策に加えま

して、車両消毒に必要な施設等の整備に対する一

部支援や、家畜伝染病発生に備えました消毒薬の

配布及び備蓄を行い、家畜伝染病の未然防止に努

めたところであります。 

 以上で、平成２６年度の畜産課の決算状況の概

要についての説明を終わります。決算の内容等に

つきましては、課長に説明いたさせますので、よ

ろしく御審査賜りますようお願いいたします。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。

課長、引き続き詳細説明をお願いします。 

○畜産課長（小城哲也）畜産課です。よろしく

お願いします。畜産課における平成２６年度決算

の説明をさせていただきます。 

 まず、歳出につきまして、平成２６年度薩摩川

内市一般会計歳入歳出決算書の１３９ページをお

開きください。６款２項１目畜産総務費で、支出

済額は３億３,２５６万１,１３２円です。備考欄

でその内容を説明します。 

 畜産総務費では、畜産業務嘱託員報酬が１名分、

職員給与費が９名分、報酬に係る社会保険料、甑

地域における家畜診療業務委託ほか２件の委託料、

備品購入は、甑島地域における県有牛について、

農家から償還された金額を県へ支払うものです。

鹿児島県畜産協会負担金ほか４件、また優良牛導

入資金貸付基金繰出金ほか１件の基金への繰り出

しが主なものです。 

 次に、畜産振興育成事業費では、畜産基盤再編

総合整備事業北薩地区負担金ほか４件の負担金と、

活動火山周辺地域防災営農対策事業補助金ほか

１７件の補助金が主なものです。 

 次に、不用額について説明いたします。９節の

旅費で１１０万８,５００円の不用額が生じており

ます。主な要因といたしまして、畜産興業事業で

予定いたしました県外への先進地研修、岐阜、宮

崎県等ですが、台風などの影響で日程調整できな

かったことから執行残が多くなったものでござい

ます。 

 次に、１９節の負担金補助及び交付金で、

７８２万２,２３８円の不用額が生じております。

これは畜産基盤再編総合整備事業と活動火山周辺

地域防災営農対策事業の入札執行残によるもので

す。 

 同じく負担金補助及び交付金で２,５６９万

１,０００円を翌年度繰越しとしております。これ

は畜産基盤再編総合整備事業など負担金ですが、

地元との調整や農業関係法令など、これらの手続
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に不測の期間を要した結果、当該年度内に事業完

了が見込めなくなったことから、翌年度繰り越し

を行ったものでございます。 

 続きまして、歳入について御説明いたします。

歳入歳出決算書は１９ページをお開きください。

１４款１項４目農林水産使用料、１節農業使用料

のうち畜産課分は、備考欄で、行政財産使用料と

下甑堆肥センター使用料です。 

 次に、２９ページをお開きください。１４款

２項４目農林水産業手数料、１節農林水産業手数

料のうち畜産課分は、備考欄で甑地域における家

畜診療所診療等手数料でございます。 

 次に、４３ページをお開きください。１６款

２項４目農林水産業費補助金、１節農業費補助金

のうち畜産課分は、備考欄で、肉用牛生産効率化

事業補助金は、離農に伴う畜舎等の経営資源を有

効活用することで肉用牛農家の規模拡大と低コス

ト化を支援する事業です。 

 また、活動火山周辺地防災営農対策事業補助金

は、降灰の影響を軽減し、農業者の経営安定と地

域農業の健全な発展を図ることを目的とし、畜産

部門では、飼料用作物収穫調整機械などを整備す

ることで良質粗飼料の確保を支援する事業でござ

います。 

 次に、５１ページをお開きください。１７款

１項１目財産貸付収入、１節土地建物貸付収入の

うち畜産課分は、５３ページをお開きください。

備考欄のうち畜産課分は、甑地域における牧場使

用料など５件分です。 

 次に、同じく５３ページ、１７款１項２目利子

及び配当金、１節利子及び配当金のうち畜産課分

は、備考欄で、肥育素牛導入資金貸付基金利子収

入及び特別導入事業基金利子収入と、次の

５５ページになりますが、優良牛導入資金貸付基

金利子収入でございます。 

 次に、同じく５５ページ、１７款２項２目物品

売払収入のうち畜産課分は、備考欄で、県有牛に

係る１３頭分の譲渡代金でございます。 

 次に５９ページをお開きください。２１款３項

１目貸付金元利収入では、６１ページをお開きく

ださい。３０節優良牛貸付金元利収入で５０万円

の収入未済となっております。これは優良牛導入

資金貸付金１頭分ですが、貸付者の所在が不明、

連帯保証人も死去、連帯保証人の相続へ相談して

いるところですが、理解を得られない状況から収

入未済となっているものです。 

 次に、同じく６１ページ、２１款５項４目、

１節雑入の収入未済額４,２７５万６,２１５円の

うち畜産課分は、１,４６９万３,８００円です。 

 これは畜産基盤再編総合整備事業負担金などで

地元との協議や関係法令に基づく手続に不測の期

間を要し、年度内の完成が見込めなくなり繰越明

許となったことから収入未済となっております。 

 次に、６７ページをお開きください。備考欄の

うち畜産課分は、家畜共済病傷共済金と畜産基盤

再編総合整備事業等負担金です。畜産基盤再編総

合整備事業の畜産公共事業は、肉用牛経営の中核

となる経営体の育成と畜産の活性化を図るために、

飼料基盤の開発整備や畜産施設などの整備を支援

する事業でございます。 

 続きまして、財産に関する調書について説明い

たします。資料は３８０ページをお開きください。

（５）有価証券で、上から３行目、南九州畜産興

業株式会社分で、決算年度中の増減はゼロ、決算

年度末現在高は３７万３,０００円です。 

 続きまして、３８１ページをお開きください。

（６）出資による権利で、上から５行目、県家畜

畜産物衛生指導協会寄託金は、決算年度中の増減

はゼロ、決算年度末現在高は６３万円です。 

 次に、７行目の県畜産協会寄託金で、決算年度

中の増減はゼロ、決算年度末現在高は２３２万

５,０００円です。 

 続きまして、３８４ページをお開きください。

３、債券で、上から２行目、優良牛貸付金は家畜

導入に係る貸付金で、決算年度中の増減はゼロ、

決算年度末現在高は５０万円です。 

 続きまして、３８６ページをお開きください。

４、基金のうち運用基金で、上から三つ目が該当

しますが、これについては、後のページで説明し

ます。 

 続きまして、基金運用状況調査について説明し

ます。３８９ページをお開きください。２、優良

牛導入資金貸付基金です。１、基金の名称及び経

営ですが、表の中ほど、前年度末現在額は１億

１,１９２万４,４２５円です。また、決算年度中

の増額２,２５７円、これは基金に属する現金によ

って生じた預金利息です。したがって、平成

２６年度末基金現在額は１億１ ,１９２万

６,６８２円です。 

 続きまして、２の（１）平成２６年度における
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優良牛導入資金貸付基金の運用状況はごらんの表

のとおりです。一番右側の平成２６年度末現在貸

付牛は、２３５頭の８,８０６万１,３４８円です。

な お 、（ ２ ） 平 成 ２ ６ 年 度 末 現 金 残 高 は

２,３８６万５,３３４円です。 

 続きまして、３９０ページをお開きください。

３、肥育素牛導入資金貸付基金です。１、基金の

名称及び経営ですが、表の中ほど、前年度末基金

現在額は５,２８０万円、決算年度中の増減はゼロ、

平成２６年度末基金現在額は５,２８０万円です。 

 次に、２の平成２６年度の肥育素牛導入資金貸

付基金の運用状況はごらんの表のとおりで、一番

右側の平成２６年度末現在貸付牛は６１頭の

２,５４０万円です。（２）の平成２６年度末現金

残高は２,７４０万円で、これと貸付額を合計する

と基金現在額と一致します。 

 続きまして、３９１ページをお開きください。

４、特別導入事業基金、１、基金名の名称及び経

営ですが、表の中ほど、前年度末基金現在額は

６ ,４８２万２３６円、決算年度中の増額

３,５７２円、これにつきましては、基金に属する

現金によって生じた預金利息です。したがって、

平成２６年度末基金現在額は６ ,４８２万

３,８０８円です。 

 次に、２の平成２６年度における特別導入事業

基金の運用状況は、ごらんの表のとおりで、一番

右側、平成２６年度末現在貸付牛は、８７頭の

３,６５４万６,９４６円です。（２）の平成２６年

度末現金残高は２,８２７万６,８６２円で、これ

と貸付額を合計すると基金現在額と一致します。 

 以上で畜産課の説明を終わります。よろしく御

審査賜りますようお願いいたします。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 質疑に入る前に、現金残高ということで３回発

言がありましたが、その現金残高というのをちょ

っと説明をしていただくか、どこにその記載があ

るのかということをお示し願いたい。 

 課長、済いません、現金残高が下のほうに載っ

てますよね。年度末現金残高が下のほうに載って

て、足して合計で基金残高の合計と合うというこ

となんで、その現金残高がどのように管理をされ

てるかということだけで、まずは説明をしてもら

えませんでしょうかね。よくわからないもので。 

○畜産課長（小城哲也）済いません。この基金

につきましては、基金のほうに通帳のほうに管理

してございます。 

○委員長（川添公貴）済いません、耕地課が待

ってますんで、今ここで話をしましたら、多分、

貸付残高がこの金額であろうかという御意見が一

つ、預金通帳で管理するのは当たり前のことで、

それでも現金残高という数字はいいんですよね。

だから、どこが管理してるのかというような疑問

点があったんで、その説明をいただいた上で質疑

に入りたいと思ったんですが、先に質疑に入りた

いと思います。 

 じゃあ、申しわけない、質疑をお願いします。 

○委員（江口是彦）まとめて２点、急いで質問

します。 

 一つは、畜産業務嘱託員というのは獣医のこと

ですよね。そうだとして、獣医の報酬が２５４万

７,６００円なんですけど、昔は下甑におって、日

帰りで上、里回ったりされていましたが、今は里

にいらっしゃいますもので。下のほうが今、畜産

農家が相当多いので、結構週に一、二度泊まりで

来られるんですけど、そういう手当というか、何

かはちゃんとどこでか見れるんですかね。報酬が

これだけでやっていけるのかなって、あとどこに

出てくるかなと思ったもんですから、そのことが

１点。 

 それからもう１点は、下甑の堆肥センターの使

用料が２０万ほど上がっておりますけど、これは

非常に村の最後に、合併直前につくって、非常に

問題がある堆肥センターだなと思いながら、ずっ

と見ていたんですけど。これの状況は、２０万の

使用料が入るってことで、まあまあ稼働はしてる

のかなという気もしましたけど、この管理状況も

含めて、堆肥センターの運用状況をちょっと教え

てください。 

 この２点。 

○畜産課長（小城哲也）先ほどの甑の家畜診療

嘱託員の関係ですが、一応うちのほうにも嘱託員

が１名おりまして、定期的に、それと市の職員と

あわせて回るようにしてございます。 

○委員長（川添公貴）済いません、だから、実

績を教えてくださいという質問でしたよ。例えば、

月の月曜日に、第１月曜日とか第３月曜日とかっ

て、そういう。で、下と上とって。この実績に対

してですよ、どのような実績だったのかという質

問だったと思うんですが。はい、どうぞ。 

○主幹兼畜産振興グループ長（木場憲司）甑
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地域の獣医の業務につきましては、別に委託料を

組んでございまして、実績としましては、平成

２６年度で６１２万５,０００円ほどの執行をして

ございます。１週間の業務内容につきましては、

先ほど委員からございましたように里に今、居を

構えてらっしゃるということで、下甑島のほうに

は火・水・木にかけまして、１泊２日で業務を行

っておるというところでございます。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）あと１点。 

○畜産課長（小城哲也）下甑の堆肥センターの

今後の状況につきましては、今、支所のほうとも

話を詰めながら、利用条件について、今のところ

１件ほどしか利用はございませんので、今後のや

り方については、補助金適化法も含めまして、十

分また検討していきたいということで、何回か話

し合いを詰めているところでございます。 

 以上です。 

○委員（江口是彦）私はさっき、畜産業務の嘱

託員の報酬が、獣医の報酬とちょっと勘違いして

いたようでしたので、家畜診療等の業務委託の中

で、この６７７万云々のうち６１０万ほどが獣医

との委託分ということで理解でいいんですね。本

土のほうにも畜産関係の嘱託員がいらっしゃると

いうことで、さきの報酬はそういうのを含めた報

酬ってことで理解でいいんでしょうか。 

○畜産課長（小城哲也）はい、その理解で。そ

のとおりでございます。 

○委員（江口是彦）では最後に、堆肥センター

の件については、やっぱりせっかくつくった、こ

れはもう新しい市がつくったというより、どさく

さに村がつくった施設だったんで非常に言いにく

いんですけど。後片づけをできんまま、もうこっ

ちに譲渡したもんですから、これは今後ぜひ有効

活用できるようによろしくお願いします。終わり

ます。 

○委員長（川添公貴）ほか、御質疑ございませ

んか。 

○委員（瀬尾和敬）きのうからずっと審査をし

てもらっている中で、この畜産課のところにも、

もちろん不用額というのがあります。そこで、不

用額のことについて少しお伺いしたいんですけど、

これは課長でなくて監査委員にお伺いするかもし

れませんが、よろしいでしょうか。 

○委員長（川添公貴）おいでですので、答弁い

ただけるそうですのでどうぞお願いします。 

○委員（瀬尾和敬）監査委員の意見書によりま

すと、不用額が発生した理由というのが、多額に

なった理由というのが、工事請負費や委託料等の

入札執行残、負担補助及び交付金、補助費及び特

別会計の繰出金の執行残などがあると。そこで最

後に結びとして、見積もり困難なものもあるけれ

ども、限られた財源の効率的な運用を図るために、

今後も適正な予算の編成が必要であると指摘をさ

れておられます。 

 この累計で２５個ぐらいの不用額があるという

ことでありますよね。調べてみますと、款項に関

しては流用はできないが、目の間においては市長

の判断で流用ができるというふうになっています。

しかるべく、これを不用額として、ただ計上し、

これがさも黒字でありましたというふうに持って

いくようなやり方ではなくて、ある程度柔軟性を

もった流用する方法というのは、今後、市民サー

ビスの上で必要じゃないかなという気がするんで

すが、ちょっと私の言い方が荒っぽいかもしれま

せんけど、ちょっと適切なお考えをお伺いしたい

と考えていますが、いかがでしょうか。 

○委員長（川添公貴）済いません、監査委員殿、

どうぞ。 

○監査委員（桑原道男）ありがとうございます、

発言を許していただきまして。 

 今、瀬尾委員のほうから御質問ありました。そ

の中で、昨年も同様な意見を聞いたところでござ

います。そういう中で、今、瀬尾委員の冒頭のほ

うにありました、工事請負費委託料、こういうも

のについては、本当、見積書の中の分でも、これ

を工事現場で執行するに当たって、それなりに精

査して、本当で節約した不用額という見方ができ

るものについては、これはやぶさかではない。そ

の中では、工事現場等の分で３月の最終補正まで

に間に合わない、こういうものについては仕方が

ないという形の分がこの監査意見の前段でありま

すけれども。 

 そういう中では、後段の分について、今の中の、

今の畜産課の分でも、台風等での云々でという説

明があってみたりとか、それから繰越しに関わる

やつについては十分御理解できると思われるんで

すが。それ以外のものについては、財政サイドに

今度は御相談したいところなんですが。議会の日

程との関係、３月の最終補正というのは、もう御
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案内のとおり、特交が中心なんですが、もう一歩

その前に、本当で、各課にというのは、各課の

３月補正予算要求というのは１月中なもんですか

ら、この段階ではまだまだやれるんじゃないかと

の分があるもんですから、その間をちょっと詰め

てもらって、この不用額等については、昨年は基

金に積み立てられた、いい事案等が、事例等もあ

ったもんですから、そういう形のものについて、

財政サイド、あとは議会の日程との分で、今後、

当局、議会調整してくだされば、それなりに有効

な財源の活用ができるんじゃないかなということ

で、昨年からこういう意見を付しているところで

ございますので、議会サイドでも、また当局財政

サイドとまた詰めていただければ、本当にありが

たいと思います。 

 以上でございます。発言の機会をいただきまし

て、本当にありがとうございました。 

○委員（瀬尾和敬）的確な御指導をありがとう

ございました。また、わからない点がありました

ら、御指導よろしくお願いいたします。 

 終わります。 

○委員長（川添公貴）ただいま畜産課とは関係

ありませんでしたが、本委員会で終盤のほうに入

りましたんで、特に発言を許したところでした。 

 ほか、畜産課について御質疑ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑はないものと認めま

す。 

 先ほどの件については、おおむね理解したんで

すが、また個人的に教えてください。 

 以上で畜産課を終わります。御苦労さんでした。 

────────────── 

△耕地課の審査 

○委員長（川添公貴）次に、耕地課の審査に入

ります。それでは、部長の概要説明をよろしくお

願いします。 

○農林水産部長（橋口 誠）耕地課の平成

２６年度の主要施策の成果について概要説明いた

します。附属書の１０２ページをお開きいただき

たいと思います。 

 耕地課の平成２６年度の決算額は４億

７,７９４万８,９９８円であります。主な取り組

みといたしまして、１、安全で安定した水利用の

確保といたしまして、川内右岸地区農業用水施設

等に係る修繕のほか、川内川多目的取水管理組合

への負担金を支出しております。 

 ２、県営事業による農業生産基盤及び農村環境

の整備として、下段の表に記載のとおり、県営土

地改良事業に要する経費の一部を負担しておりま

す。 

 ３、市単・県単土地改良事業による農業生産基

盤及び農村環境の整備といたしまして、農道用排

水路等の整備、維持補修等を行っております。 

 １０３ページをごらんください。４、農業施設

管理団体等への負担金補助金として土地改良区へ

の補助金交付を行ったほか、多面的機能支払い交

付金事業を実施しております。 

 ５、淡水防除施設の維持管理として、市内の各

排水機場の修繕等を行っております。 

 最後に、６、農業用施設の災害復旧として、平

成２６年度に発生しました農地農業用施設に係る

災害の復旧事業を実施しているところでございま

す。 

 以上で、平成２６年度の耕地課の決算状況の概

要について終わります。決算内容等については、

課長に説明いたさせますのでよろしく御審議賜り

ますようお願いいたします。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

○耕地課長（堀ノ内美年）耕地課の歳出につい

て説明をいたします。決算書の１３９ページをお

願いいたします。 

 ６款３項１目農業土木総務費で、支出済額１億

２０７万２ ,９９２円のうち、耕地課分は

９,２５１万１,８７９円で、職員１０名分の給与

費が主なものでございます。 

 次に、１４１ページでございます。同項２目農

業施設改良費で、支出済額２億８ ,６１４万

２,６７４円で、農業改良工事等の市単土地改良事

業費、水量改修工事の県単土地改良事業費、土地

改良区補助金や多面的機能支払推進交付金事業負

担金の農業施設負担金補助金等が主なものでござ

います。 

 次に、１４３ページであります。６款３項３目

湛水防除事業費で、支出済額６ ,６４４万

１,４２１円で、保安管理業務委託、空圧充電設備

保守などが主な内容でございます。 

 次に、２０１ページでございます。１１款１項

１目現年公共農林水産施設災害復旧費の耕地課分

は、支出済額９５２万８,０４８円で、測量設計業

務委託、災害復旧工事が主なものでございます。 
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 同項２目現年単独農林水産施設災害復旧費の耕

地課分は、支出済額２,３３２万４,９７６円で、

単独災害復旧工事４３件、単独農地災害復旧事業

補助金の２０件が主なものでございます。 

 続きまして、歳入について説明いたします。

１５ページをお願いいたします。 

 １３款１項１目、１節農業土木費分担金で

１４８万８,７８０円は、市単土地改良事業分担金、

県単土地改良事業分担金、水道事業分担金でござ

います。 

 同項３目１節農林水産施設災害復旧費分担金で

１１万９,３４０円は、災害復旧事業に伴う受益者

からの分担金であります。 

 次に、１９ページでございます。１４款１項

４目、１節農業使用料で、農道占用料、行政財産

使用料でございます。 

 次に、２９ページでございます。１４款２項

４目、１節農業水産業手数料で、諸証明手数料で

ございます。 

 次に、４３ページから４５ページでございます。

１６款２項４目、２節農業土木費補助金で多面的

機能支払推進交付金、防災ダムの維持管理事業補

助金、農業農村活性化推進施設等整備事業補助金

でございます。 

 次に、４７ページをお願いいたします。１６款

２項９目、１節農林水産施設災害復旧費補助金で、

災害復旧に伴う補助金でございます。 

 次に、４９ページでございます。１６款３項

４目３節農業土木費委託金は、権限移譲事務委託

金等でございます。 

 次に、５３ページから５５ページをお願いいた

します。１７款１項２目、１節利子及び配当金で

利子収入でございます。 

 次に、５９ページでございます。１９款１項

６３目、１節農業環境保全基金繰入金で、基金か

らの繰り入れによるものでございます。 

 次に、６１ページから７０ページでございます。

２１款５項４目、１節雑入で電気料の実費収入、

道路賠償責任保険等でございます。 

 少々早口ではございましたが、以上で説明を終

わります。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 ただいま説明がございましたが、御質疑願いた

いと思います。御質疑ございませんか。 

○委員（小田原勇次郎）１点。市単及び県単土

地改良事業についてなんですが、当然、それなり

の決算を実績を上げて改良に当たっていただいて

いる部分は、よくよく存じ上げております。そう

した中で、ことしの３月の企画経済委員会でも出

された部分ですね。現状として、農地の宅地化等

によって、いわゆる農道がもう一般市道化してい

るような現状の中において、そういう一元管理し

ていくべきではないかという御意見があって、当

局からの今回の決算に当たっての回答では、関係

課と協議を始めたところでありますというような

部分で御報告をいただいているんですが、その後

の管理のあり方の部分について、お考えがありま

したらお聞かせ願いたいんですが。 

○耕地課長（堀ノ内美年）現在の状況でござい

ますが、今委員から御指摘がありましたように、

答弁もしておるわけですが、基本的に法定外公共

物が県から市へ移譲されたこと、それから今委員

がおっしゃいましたように、農道等が既に受益地

を持たなくて、そういう住宅地等にある等いうこ

とに関しましては、既に建設維持課等と協議を始

めまして、それについて、やはり受益地がないと

ころは、いろんなものに関し、建設維持課で統合

すべきではないかということで進めております。

その時期については、一部については、来年４月

１日、その次のについては未定ではございますが、

できるだけ速やかに行っていくこととしています。 

 あわせて、法定外公共物についても同じような

考えでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（川添公貴）ほか、ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で耕地課を終わります。御苦労さまでした。 

────────────── 

△六次産業対策課の審査 

○委員長（川添公貴）次に、六次産業対策課の

審査に入ります。 

 対策監の説明を求めます。 

○六次産業対策監（小柳津賢一）平成２６年度

の六次産業対策課関係の主要施策の成果について

概要を御説明をいたします。 

 各会計歳入歳出決算附属書の９５ページをお願

いをいたします。六次産業対策課関係の平成

２６年度の決算額でございますが、７,２２９万

７,５３６円となったところでございます。その主
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な取り組みでございますが、まず１番、農林漁業

の六次産業化の促進に関することといたしまして、

まず平成２６年９月に国際交流センターで、また

平成２７年３月に長浜地区コミュニティセンター

で六次産業化シンポジウムを開催いたしましたほ

か、基礎講習会、個別相談会等の取り組みを実施

をいたしました。 

 また、農林漁業の六次産業化の促進に関する条

例の規定に基づきまして、２件の六次産業化実施

計画について承認をいたしました。さらに、関係

機関相互の連携を強化するため、県、市のほか農

林漁業団体、商工団体等で構成される六次産業化

推進連絡会を設置いたしました。 

 また、下のほうでございますけど、２、農商工

連携に関することといたしまして、商工会に対し

まして、農商工連携支援補助金を交付をいたしま

した。 

 以上で、平成２６年度の六次産業対策課関係の

主要施策の成果について、御説明を終わります。

よろしく御審査賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 それでは、概要について説明をお願いします。 

○六次産業対策課長（山元義一）六次産業対策

課です。よろしくお願いします。 

 当課における平成２６年度決算の説明をさせて

いただきます。 

 まず歳出について、平成２６年度薩摩川内市各

会計歳入歳出決算書の１３７ページをお開きくだ

さい。６款１項２目農業総務費、支出済額４億

９７８万２２円のうち、六次産業対策課分は

７,２２９万７,５３６円です。 

 １３８ページの備考欄でその内容を説明いたし

ます。米印の六次産業対策課分をごらんください。

六次産業化推進業務委託及び引き続き１４０ペー

ジの備考欄、六次産業化支援事業補助金並びに農

商工連携支援補助金が主なものです。５０万円以

上の不用額ですが、負担金補助及び交付金の不用

額が２,７６０万円です。主なものは、六次産業化

支援事業補助金の不用額で、当初と補正を含め、

１１件の補助申請件数を見込んでおりましたが、

実績が２件であったため、２,４０８万円が不用額

となったものです。 

 歳入につきましては、財源が全て一般財源のた

め、説明箇所はございません。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜り

ますようお願い申し上げます。 

○委員長（川添公貴）ありがとうございました。 

 ただいま説明がございましたが、御質疑願いた

いと思います。御質疑ございませんか。 

○委員（小田原勇次郎）本年度の決算の部分に

ついては、このシンポジウム等、コンサルに委託

した９９８万でいろいろと講習会等を実施されて

おられます。そのいわゆる講習会の講習効果とい

う部分はどのように見ておられるのかをちょっと

お聞かせ願いたいんですが。 

○六次産業対策課長（山元義一）基礎講習会に

つきましては、昨年度、基礎的な知識を取得する

ため、実践に向けた補助申請の前提条件となる六

次産業化実施計画の提出につながるような内容に

ついて、講習会を実施いたしました。１８名の参

加をいただいたんですけど、昨年度中にその講習

会を受けた方の中から、お一人、具体的には崎原

さんが、その六次産業化実施計画を策定されてお

ります。その受講された中から、今年度になりま

して、新たに２名の方が六次産業化実施計画の承

認を受けていらっしゃいます。そのような実績が

ございます。 

 以上です。 

○委員（小田原勇次郎）この前、９月議会のと

きにもちょっと六次産業に対する私の思いも語ら

せていただいたんですが。そうしたときに、この

前はちょっと語り切れなかったんで、「みやじ豚」

の例を引き合いに出して、その時にはちょっとお

話をそのときにはしたんですが。 

 最終的に今、六次産業化というと、当然加工し

て販売をしててなっていくんですが、一つのサン

プルとして考えれば、ジャムを例えば、ジャム加

工をして販売をするとなったときに、その「みや

じ豚」のその人は経営を学んでいる方なんですが、

要するに年中購入しないものを加工して販売して

も、なかなか売り上げにはつながらないよと。最

終的には一次産品をいかに売るかだよということ

をおっしゃったのが非常に印象的だったんです。 

 ですから、一つの考え方とすれば、加工という

部分については、例えば農政課の地産地消じゃな

いですけれども、現地で何かをつくって売って、

賞味してもらうと。そして第一次産品を売る販路

を拡大していくというような考え方、純粋な何か

青果物をつくって流通に乗せるというのも、それ

は第一次産業、あるのかもしれませんけど、食し
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てもらって、その現品のよさを、一次産品のよさ

をＰＲして販路を拡大していくんだと。対策監、

意味はわかりますよね。そういう、だから一次産

業の産品が売れる方策という部分を模索していく、

そこがやはり収益につながるんだというような部

分で、ちょっと目からうろこが落ちた考え方だっ

たんですね。そこあたりをどう思われますか。 

○委員長（川添公貴）この決算を踏まえて、平

成２８年度以降に今の御質問をどのように生かす

かということで、簡単明瞭によろしくお願いしま

す。 

○六次産業対策監（小柳津賢一）今の御意見も

私どもも非常にごもっともだと思っております。

その平成２６年度で承認をいたしました２件につ

きましても、制度といたしまして、一次部門も含

めた経営全体としてとらまえて、それをどう発展

させていけるだろうかという計画をつくっていた

だいて、それを承認するという形にしてあります。 

 ちょっと平成２６年度とは直接関係なくなって

しまうんですけど、実は先月に甑島でシンポジウ

ムをしたときに、沖縄のコープの方だったんです

けど、講師でお呼びをいたしました。そのときに、

鹿児島のコープの関係者の方がお見えになられま

して、その後、そのシンポジウムの後だったんで

すけれども、その六次産業化関係商品を、具体的

には市内のコープで今後扱えないかという話の御

相談がありまして、その中で、最初は加工品だっ

たんですけれども、生鮮も含めた協議ができない

かという話がありまして、まさに今委員のお話の

あったとおりですね、ちょっと決算とは直接関係

ないんで申しわけないんですが、そういうような

加工品から逆にその生鮮の売り上げも上がるよう

な、そういうきっかけというか販路がありました

ら、私どももぜひそこは農政課なり林務水産課な

り畜産課なりとも協議しながら、ぜひプッシュし

ていきたいというか、そこはもう十分に頭に入れ

てやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（川添公貴）ほか、ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑は尽きたと認めます。 

以上で、議案第１８４号決算の認定について、本

委員会の付託分についての質疑が全て終了いたし

ましたので、これより討論、採決を行います。討

論はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。本決算を認定すべき

ものと決することに御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議なしと認めます。

よって、本決算は認定すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で、六次産業対策課を終わります。御苦労

さまでした。当局は皆さんごくろうさまでした。 

────────────── 

△委員会報告書の取扱い 

○委員長（川添公貴）以上で、日程の全ては終

わったんですが、委員長報告の取りまとめについ

ては、委員長に御一任いただくことに御異議ござ

いませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議ありませんので、

そのように取り扱いたいと思います。 

────────────── 

△閉会中の委員派遣の取扱い 

○委員長（川添公貴）それでは、委員派遣の件

でですが、委員派遣の取り扱いについてお諮りし

ます。 

 閉会中に行政視察を実施する予定としておりま

すけど、具体的な調査内容等は、きのうもお示し

したんですが、なかなか決まっておりません。一

応委員の派遣の手続を正副委員長に御一任いただ

き、閉会中の現地視察は現在のところ、先ほど言

いましたように未定ですので、今後、調整してい

きたいと思います。その件についても御一任はい

ただくことに御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）ありがとうございます。

御異議ありませんので、そのように取り扱うこと

といたします。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（川添公貴）以上で、企画経済委員会

を閉会いたします。 
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